
令和７年度 第１回 島田市食育推進委員会 会議録 

 

日時 令和７年７月16日（水） 

15時30分から17時30分 

会場 島田市保健福祉センター３階研修室 

１ 開   会    

 

２ 委員長あいさつ  

  

３ 議   事    

（１）第４次島田市食育推進計画の取り組みについて（報告） 

【事務局】資料１について説明。 

島田市食育推進計画は、基本理念に従って４つの柱を大きく設けてある。島田市はつなげ

るをキーワードに未来につなげる食育、みんなでつなげる食育、元気につながる食育、自然

とつながる食育と４つの柱を掲げている。この４つの柱の中で、課題解決のために取り組み

を行っている。 

資料１の施策の評価シートの説明をした。多くの関係課で目標に向かって食育事業に取り

組んでいる。庁内の19課で連携をして取り組みを行っている。庁内以外の各団体や、小中学

校、食推協、保健委員協議会、高齢者の居場所、児童クラブ、自治会等も幅広く食育の取り

組みがなされている。 

 

質疑なし 

 

（２）令和７年度低栄養への取り組みについて（報告） 

【事務局】 

第４次食育推進計画につきましては、大きな重点項目として痩せの問題がある。 

特に高校生の痩せにつきましては、第３次の時よりも少しパーセンテージが高くなってきて

いるため課題としている。令和４年度のアンケート調査で、高校生のBMI18.5未満は24.1％

であった。平成30年時には22.5％。微増ではあるが痩せが進んでいる。また、ダイエットを

しているかというアンケートでは、小学生9.6％、中学生7.6％、高校生11.1％、成人が

15.2％、高齢者が9.3％の方々がしていると答えている。 

後期高齢者の検診受診者で、BMIが20以下で、なおかつ６か月間で２～３㎏以上の体重減少

のある方を示してるが、高齢者も低栄養状態の方が徐々に増えている。 

先日、高校生に低栄養にならないためにということで授業をさせていただいた。献立カー

ドを使いながら実施した。 

資料２のオーラルフレイル予防カムカム健康プログラム教室について説明。 

資料３の高齢者に対する低栄養の取り組みについて説明。庁内の横のつながりを強化し、一



体的な対応を実施していくということで４課が集まり実施。今年度から「食でつながる・ひ

ろがるげんき応援プロジェクト」として低栄養のフレイルや、口腔フレイルの兆候がある人

に早期に介入し、要介護状態への移行を防ぎ、健康増進、健康寿命の延伸を図るという取り

組みを実施していく。新たに何か新規事業を始めるのではなく、各課の事業の中で質問票が

あるので、それを基に対象者を抽出し、必要に応じた事業につなげていく。各課で完結では

なく、他の支援につなげて有効な取り組みをしていく。 

 

【委員】 

 低栄養について病院・包括・訪問等で実施しているが、よくBMI20 以下だと低栄養という

判定をするが、病院で実施する場合は、体重がBMI20以上でも低栄養という人がいる。血液

中のアルブミンを調べると、たんぱく質の量がすごく少なく、食べているものはお菓子やパ

ンなどが多いので体重が減らない。体重だけで判断はするのは高齢者の場合は非常に問題が

ある。現在、「予防は治療よりよっぽどいい」を大きなテーマに活動をしている。低栄養の

場合にはたんぱく質がどれだけ摂れているかが、低栄養の防止につながる。10年位前まで

は、体重１㎏当たり高齢者は0.5ｇ～0.7gくらいのたんぱく質で良いと言っていたのが、高

齢者でも、場合によっては成人より多く必要ではないかという考えが出てきており、高齢者

の場合吸収率が非常に下がるからもっと摂った方がよいと言われている。そのため、60g～

65gくらいは欲しい。また、たんぱく質が１日40gをきると風邪をひきやすくなると感じる。

たんぱく質40gの具体的な量がわかりにくいので、わかりやすいようにお話をしている。卵

１個食べるなら６ｇ、納豆・焼き鳥ならこれくらい、お魚1切れカツオならこのくらいとい

う風にし、よく食べるものに対して１日にどれくらいたんぱく質が摂れているかを話してい

る。そして、１週間で平均が40gをきるのは危険だよねと話している。卵1個の重さ＝たんぱ

く質と考える人がいるが、それは間違っている。まずはわかることが大事で、そういうやり

方を２年間くらいずっと続けているとわかってくる。 

また、最近お酒を飲まれる方が、たんぱく質を摂っていない。最近思うのが、減塩をしても

たんぱく質をしっかり摂っていなければ血圧の低下と結びつきにくい。血管がしっかりして

いるところに減塩だったら血圧が下がるという効果が大きいが、減塩だけしていると逆に血

管が脆くなってしまう場合もある。そのため、たんぱく質を摂るのは非常に大事だというこ

とを丁寧に説明しないといけない。まだ高齢者は粗食の方がいいと思っている。肉は食べな

い方がよいとか卵は食べない方がよいと話が出てくるので、その考えを崩すのはかなり難し

い。高齢者の場合の低栄養に地道に取り組んでいかないと、そう簡単にこれは何ｇ入ってい

ますよというようにはいかない。 

一番うまくいったのは、卵など普段よく食べているものは計算できる。それで足りなかった

らベビーチーズは買っておいてとお話をする。それは非常に成果があった。チーズは小さ

くってもたんぱく質が３ｇくらいある。チーズなら買っておけるし便利なので、卵とチーズ

が高齢者ではパーセンタイルという数値が良くなった。 

 

【委員】 

１つ質問があるのですが、先ほどお話に出たダイエット経験をしている小学生、中学生の

数字は島田市内の数字か？ 



【事務局】 

第４次食育推進計画策定時に島田市民にアンケートを実施しているため、市内の小中学生

の数字。令和４年に小中学校でもとらせていただいた。 

 

【委員】 

小中学生の痩せについて調べてみた。令和６年度の小中学生のデータを集計してみたが、

痩せすぎな子たちが、小学校１年生全体の0.28％２人、小学校２年生0.27％２人、小学校３

年生0.77％６人、小学校４年生1.53％12人、小学校５年生2.24％19人、小学校６年生2.74％

23人ということで、学年が上がるごとに痩せの比率が上がってくるということがわかった。

さらに、中学生になると中学校１年生3.51％27人、中学校２年生3.52％29人、中学校３年生

3.22％24人。見事に小学校１年生から学年が上がるごとに増えているという結果がわかっ

た。令和元年と比較してみると小学生はその割合自体はそれほど変わらないが、中学生は令

和元年と比べてみると明らかに痩せが増えている傾向にあった。例えば、中１では22人から

27人に増えて、2.89％→3.51％に増えていたり、中２では、2.85％→3.52％、６人の増、中

３については、４人増えており、明らかに増えているということがわかった。 

小中学校では、バランスよく食べようということで、各校で１時間とか時間をとり、栄養教

諭からの食育指導を小中学校で実施している。また、色々なものを残さないことも大事とい

うことで、各校で工夫してやっており、例えば食べきりメニューを決めて今日はこれを食べ

きりましょうとか、牛乳がよく残るということで、縦割りで今週は牛乳飲みきりキャンペー

ンを実施したりとか色々な工夫をされている。また、生産者の方に来校してもらい、生産の

話を聞いたり、トウモロコシの皮むき体験を行い、翌日の給食に自分でむいたトウモロコシ

が提供されるなどもしている。先ほど牛乳の残量がだいぶ増えているということで栄養教諭

とも話をしたが、特に中学生は太ることを気にして、食べないだけでなく、牛乳を飲まない

子が結構いるということだった。そうするとそこからたんぱく質が不足してしまうことがあ

る。やはり牛乳が残ってしまうことも何とかしたいし、なるべく残さないで食べるようにし

ていきたい。 

【委員】 

痩せとかは数字で出ていますが、太っていないよと言っても太っていると思っている人の

数字はあるか。見た目にはやせていても本人が太っていると思い込んでしまう。中学生は難

しい。 

４ 意見交換    

【委員】 

食事というものは簡単なようで難しいと改めて感じた。 

バランスよく楽しみながら食べ過ぎない程度に色々なものを食べるのが大事かなと思った。

季節ごとの料理や行事ごとの料理は、その料理がどんな意味があるかとか、その料理を何で

食べるのかと、子どもに説明してと言われるとうまく説明もできないが、一緒に調べながら

食べていくことで、食事に興味関心を持つ一つのきっかけになるのではないかと思った。 

【委員】 

６月８日(日)の午前中、歯と口の市民フェスティバルというのを６年ぶりに実施した。歯



科医師会も参加できるメンバーが減ってしまい、受け入れ側の人数が減ってしまっていまし

たが、それ以上に来場された方が少なく、みんなで拍子抜けしてしまった。５年間やらな

かったのが痛かった。どんなに小さな事業でも継続することが大事なのかなと思った。この

計画にも良い事業がたくさんありますので、ぜひ継続していただけたらと思う。 

【委員】 

減塩の呼びかけなどをしておりまして、保健通信だよりというものを発行している。それ

を回覧版で回して、周知している。公民館祭りというのを毎年行っており、令和６年度は３

月に、令和７年度は11月に計画をしている。体脂肪とか筋肉量など来場してくれた方に計測

していただいたり、ソルセイブ検査を実施してもらったりして、それに対して引っかかるこ

とがあれば、保健師さんからの指導があったりして、自分なりに気を付けてもらうようにし

ている。 

【委員】 

各市内のサロンの方に、管理栄養士、歯科衛生士などの専門職の方を派遣し、色々なお話

をしていただいている。先日塩澤先生にも来ていただいて、楽しいお話を聞かせていただ

き、やはり栄養のこととか大変ためになった。 

【委員】 

幼稚園では元気いっぱい体を動かして、食事のマナー、座ってよく噛んで食べる、好き嫌

いをなるべくしないでがんばって何でも食べようなどを目標として、友達や先生と一緒に楽

しい雰囲気で食べることを大切にしている。食べ物への興味関心を持ったり、健康的な心と

体を育てるためには、食習慣の形成が大切だと考えている。 

野菜を作って収穫の喜びを感じたり、食の楽しさの経験を積むということも行っている。 

保護者には早寝早起き朝ご飯を協力していただいている。バランスのとれた食事、家でも食

事中のマナー、好き嫌いしないで何でも食べて、食べた食事のあとの歯磨きの習慣、仕上げ

磨きなどでも虫歯予防に協力してもらうように、折に触れて喚起のお手紙を出している。食

育というのは、継続は力なりだと捉えている。 

【委員】 

令和７年度の取り組みの中で説明させていただいた高齢者の保健事業と介護予防の一体的

実施、食でつながる・ひろがるげんき応援プロジェクトにつきましては、後期高齢者医療と

いって、75才以上の医療保険の中の保健事業に位置付けられた事業。後期高齢者医療は、社

会保険、社会保障費が年々増大しているということが課題になっており、後期高齢者75才以

上の医療費の適正化のために、予防に関する事業に取り組みましょうと出てきた事業。若い

うちから取り組まなければ医療費も削減できないし、みなさんの健康を守れないという視点

で、部内のほとんどの課で連携を持ち、有効に実施していこうということでやっている。こ

のように市民の健康から財源の確保という視点でも、低栄養の改善、歯の健康は医療費の削

減を考えた上でも、歯の健康は全身の健康につながるため、このオーラルケアと低栄養につ

いては喫緊の課題と位置付けて色々な事業をしている。 

また、歯周疾患検診につきましてもなかなか受診率が上がらない中で、令和６年度から妊婦

検診を集団検診から個別検診に変更し、かかりつけ医で検診が受けられるようにしたこと、

今年度からはそれを無料とした。歯周疾患検診の受診率の向上について積極的な取り組みを

行っていく。 



【委員】 

評価シートの中でも、給食の残食の割合が載っていた。学校給食課では安全で美味しくバ

ランスの良い給食を提供するということをモットーとしてやっているが、こういった痩せに

関することもあって残量があるのかなと思うところがあった。教育部には学校給食課、学校

教育課、社会教育課とあるが、教育の中で食育というのは大きな柱になっているのかなと思

う。食育は教育の一つということで、学校給食も含めて、社会教育課が色々な所で講座を開

いている。しかし、未実施になったものが昨年度はあったということで社会教育課に聞いて

みたところ、募集はしたが参加者が集まらず開催ができなかったということだった。特に、

男性の料理教室が集まらなかったとの話を聞いたが、男性にも参加してもらえるような魅力

的な教室を開くことを考えていきたい。子どもに関わる課題の１つで、１つお知らせをして

おきたい。それは、学校給食の無償化についてですが、来年度、学校給食を無料にしますと

国が進めている内容になる。小学校からやりましょうということだが、中学校はいつからや

るかなどはわからない。また、無償化というのが、０円のことを言っているのか、それと

も、安く国のほうが出して、自治体があとは出しなさいよという話になるのか、いろいろな

方法や考え方があって、それによって各市町が困惑している状態。市町ごとに給食費が違

い、300円前後で給食を提供している所が多いが、その給食費全てを国が見てくれるのであ

れば、質の良いものをバランスよく食べさせることができる。しかし、これが何割しか国は

出ませんよという話になり、その足りない分を市が出すのかという話になってくると、質を

落とさないといけなくなってくるかと思う。極端なことを言うと、そういう話が出てくる。

バランスが良い食事というのはもちろん必要。エネルギー、たんぱく質などすべてを満たさ

なければいけないので、そこは満たしていくが、質というものは国がおろしてくる情報に

よっては、影響が出てくるかなと考えている。給食費無償化というのは、全国区の中で認知

されている内容となるので、各保護者に足りない分を請求することはできないかと思うので

０円になるかと思う。そうなった時に、国からは200円しかでません、あと100円足りません

よとなった時に、ではその100円はどこから出るの？というところが、現在の悩みである。

島田市だけでも億単位で変わる話になるので、早く国から情報を流していただきたいし、必

要であれば、島田市のほうでもしっかりとフォローができるような状態を作りたいとは考え

ている。実は無償化というものは、良い面と悪い面があるということだけ承知していただけ

ればと思う。 

【委員】 

評価シートにも記載がありました。お茶が主になるが、お茶の淹れ方教室、小学校での手

もみ茶実演、cha１グランプリ、学校給食へのお茶の提供などを行っている。こちらは今年

度も引き続き行っていく予定。今年ならではのという取り組みが２点ほど。１つは、オーガ

ニックビレッジ宣言をしたということ、もう１つが地紅茶サミットというものを来年の２月

に開催することが決まっているので情報提供させていただく。まず１つ目の、オーガニック

ビレッジ宣言は、国の緑の食料システム戦略事業というベースがあり、昨年度協議会を立ち

上げて、有機農業実施計画という計画を島田市でも作成した。地産地消と合わせまして、食

の安全安心、加えて農家の方が継続して事業を行っていけるようにということで、付加価値

を付けた農産物や農業を促進していこうという趣旨に沿って進めている。具体的には、島田

市ではお茶だけではなく、米についても有機農業を行う農地の面積を拡大していきましょ



う、担い手を増やしていきましょうといった取り組みを今年スタートする。その一環で、今

年の12月８日辺りに、市内の全小中学校の給食に、有機米を提供するという予定をしてい

る。２つ目のイベントの関係ですが、地紅茶サミットというものを２月14・15日の２日間お

おるりで開催する予定。全国各地で開催されているものになるが、今年は島田市で開催。来

場される方が比較的若い年代の方がたくさんいらっしゃる。3,000人くらいの来場を想定は

しているが、それに合わせて茶フード祭というものを市が主催で開催する予定。中部の５市

２町、静岡市、焼津市・藤枝市・島田市・牧之原市・川根本町・吉田町の７市町が協同で地

場産品のPRを市役所の駐車場で同時開催ということでやる予定でいる。島田の地場産品に限

らず地元の地産地消につながるようなPRができればなと思っている。生産者の皆さんと消費

者の皆さんを繋ぐ場所というような位置づけで考えております。 

【委員】 

食育というものは、子ども子育てということで家庭が担う部分が大きいなと改めて感じ

た。夏休みで外にでている子どもが家に帰ってくるというと、あれも作ろうこれも作ろうと

なる。最後に親ができることは、お金を出すこととご飯を作ることしかないなと感じてい

る。息子や娘のところに行ったときにも出来ることってご飯を作ることだと感じている。意

識はしていないが、それが食育になっていたのかなと感じたりする。 

カフェを開いているが、４月から月の最終週の１週間はエシカルランチを出している。普段

出しているメニューは一切止めて、プラネタリーヘルスダイエットというアメリカの方で研

究されたもので、地球の健康＝人の健康という研究に基づいており、１つのお皿の中でどれ

くらいのパーセンテージで食べていくと、地球にも自分にも健康的かという論文的なところ

がプラネタリーヘルスランチということで提供している。食べに来てくださっている方たち

は、体が満足すると心が満足すると話される。身体はとっても正直で栄養分が足りなくなれ

ばお腹がすくし、そうしたら食べなければいけないと考えると、食べることは生きること

で、本当に本能的なことだとすごく感じたりもする。 

【委員】 

目指そう値が◎とか☆とか達成できたものがすごく多いなと、各課協力して取り組んでい

らっしゃるということがよく分かった。情報提供なのですが、静岡県は健康寿命が日本一と

なった。健康寿命というのは、健康上の問題で制限されることなく生活できる期間というこ

とで、３年に１回公表され、昨年の12月に公表されましたものでは、男女共に一位になっ

た。三年後も一位がとれるようにということで、今各市町と県で協力して事業に取り組んで

いるところになります。平均寿命というのは体が動かなくなっても生きている期間というこ

とになるが、健康寿命というのは、自分は健康だと思っている期間ということで、この差を

なるべく短くしようということで取り組んでいる。市町別には健康寿命が出ないのでそれに

近いお達者年齢というのを出しているんですが、島田市は静岡県内の中でも上位ということ

で非常に健康な市だと、静岡県の中でも位置付いています。静岡県でも食育推進計画を作っ

ており、島田市と同じく時期は令和６年度に策定、県は令和17年までの12年間になります。

６年後には中間見直しをする。これとは別に静岡県の健康増進計画というものも令和６年度

に立てており、島田市に限らずこの志太榛原地域は高血圧の予備群と糖尿病の予備群が多

い。中部健康福祉センターの取り組みでは、食育推進体制ということで、研修をやったり、

市町の食育推進会議開催を支援したり、高血圧や糖尿病の方も多いので、減塩や野菜摂取啓



発の取り組みをしている。今年度は、ベジチェックという手で簡単に測れる測定器を中部健

康福祉センターに１台用意し、市町に貸出をしたりしながら野菜摂取の啓発をしていく。そ

ういうものを利用することで、無関心層の人にも関心を持ってもらうきっかけになってもら

えればいいかなと、野菜マシマシキャンペーンと一緒に実施している。その他には、給食施

設の指導をしたり、健康づくり食生活推進協議会への支援、しずおか健康惣菜といって一定

の基準を満たした健康に良いという商品を販売している店舗や事業所等を支援したりなど、

主な食育の取り組みとして実施している。 

【委員】 

T-1グランプリは、子どもたちへお茶の歴史やお茶の種類等を問題にし、お茶の淹れ方ま

で点数にしてそれで競い合うというものになっている。最近は若い家庭でお茶を淹れなく

なってきている。以前は会社の会議などでもお茶を出していたが、色々な問題があってなく

なってきたというのが現状。子ども含め若いお母さんお父さんにもお茶の淹れ方を教えてい

きたいと思っている。 

【委員】 

食育推進計画の４つの柱というものがあったのですが、バランスよく食べるということ

は、子どもたちにとって、今の身体を作るということだけでなく未来の自分を作っていくと

いうことを意識させたいなと思った。そういう部分も大事にしながら色々な栄養を取ってい

くという話をしていければなと。今、お茶のお話が出ているのですが、本校には給茶機とい

うものがあります。子どもたちも水筒を持ってくるのですが、暑くて水筒の中身がすぐにな

くなってしまう。そうすると、給茶機の所に水筒を持って行ってお茶を入れて飲むというこ

とをしている。とても助かっている。子どもたちにもお茶をもっと飲んでほしいという話も

していきたいと思う。 

今日のテーマの中で、子どもたちだけでなく、その人がバランスよく食べないことによる低

栄養ということがテーマだったと思うのですが、予算がないことによる低栄養が起きたら困

るなと思う。食材が色々な面で上がっている。学校給食運営委員会にも出ているのですが、

その中から聞くのは、保護者からもらう給食費は上げていない。保護者からもらっているお

金は４億１千万程度らしいのですが、足りていない分を国の補助金で賄っている。ただ、

色々なものが値上がっている関係で、栄養やバランスをとるために、栄養教諭が苦労しなが

ら献立を立てている。先ほどお話がありました給食費の無償化ですが、全部を国がカバーし

てくれるなら良いのですが、そうでない場合、では足りない分はどこから出すのか、それに

よって島田市で栄養が低くなるような設定は絶対にありえないとは思うのですが、それに

よって色々なことが生じてくるのかなと。そういうことが無いようになったらいいなと思い

ました。 

【委員】 

物価高騰で肉から野菜から上がっています。それをいかに今の給食費内に抑えるかという

ことで苦労している。今、補助金で少しカバーしている状況ですが、その中でも物価はさら

に上がっているので、献立作成には苦労している。例えば牛肉を豚肉にしたり、鶏もも肉を

鶏むね肉にするというようなことも含めて行っている。また、混ぜご飯を減らすとか、デ

ザートも安価なものにしながら、献立を提供している状況になっている。ただ、バランスよ

くとっているというのは事実なので、低栄養になるような献立で提供はしておりませんので



ご安心いただきたい。 

【副委員長】 

島田市の食育推進は素晴らしいと改めて今日実感をした。何が素晴らしいかというと、今

日お話をしてくれた行政の取り組みもそうですし、それぞれの委員の方からの活動もそうで

すし、この場で食育を方向にしたご発言からも本当に素晴らしいと感じた。第４次島田市食

育推進計画ができてから、ちょうど去年が１年目。19課が関わり、多くの施策をしっかり整

然と計画のどこに根拠を基づくのか整理をされて、且つ課は単独でやるのではなく、様々な

方々や組織だったりと連携協力してその施策が展開されている。それを１枚に担当課がまと

められるというのはなかなかないと思う。ここまでまとめて、資料を作ることは、それだけ

体系的に整理できているからこそだと思う。市の中にいると他市と比較することはなかなか

できないと思うが、色々なところに出させていただいている中で、これは他に類を見ない素

晴らしさだということを皆さんも共有していただければ良いと思う。２点目は、ここが市の

特に問題で重点としてやっていきたいということで重点を出していますが、今回は共有して

皆さんで活動していくわけですが、栄養が足りていない状態の低栄養、若い方も高齢者の方

でもそういった問題があるということで、ライフコースアプローチ、年代ごとに抱えている

問題と対策を考えた時に、若い子の特に女性の痩せは、将来的な妊娠可能時期の女性の栄養

の不足になるので、そういった点からも問題は大きなことになるかなと。もう一方で、高齢

者の課題としては、介護予防としてオーラルフレイルの予防について、より一層歯科医師の

先生方と協力体制を強固にしながら取り組んでいっていただけたら、静岡県の中でも健康な

市としてトップを走っていくのではないかなと思う。 

先程、普通の体型の子がどういう風に自分を見ているのかという数値があるのかなという話

が、具体的な数値は忘れてしまったのですが、実際の体型と自覚している体型を見たとき

に、すごく痩せの方にシフトしている。普通の体型の子でも太っているという認識になって

いて、痩せの子でも太っていると認識している子が多かった。ずれていたことを問題とし

て、まとめた記憶がある。 

【委員長】 

私も今日知ったことがいっぱいある。無償化の０円というのは国が全部出してくれると

思っていた。メディアなどで取り上げられている言葉を信じていた。今日聞いてびっくり

し、予算の話も切実な話だなと感じた。高校も無償化の話が出ていますが、それも全部みん

なのお金から出る。 

食育は、目で見て口に入ってそれが全部自分の身体になる。目で見て美味しさを味わって、

口に入って美味しいなと味わっていくのも勉強かなと思う。 

 

【司会】 

第２回島田市食育推進委員会を令和８年２月４日（水）午後に予定させていただきます。 

５  閉会（17：30）   

 


